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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第13期

第１四半期
連結累計期間

第14期
第１四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日

自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日

自 平成27年３月１日
至 平成28年２月29日

売上高 (千円) 859,454 709,630 3,171,323

経常損失（△） (千円) △4,665 △114,621 △75,369

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △3,398 △103,596 △68,161

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △3,398 △103,596 △68,161

純資産額 (千円) 472,764 106,285 222,271

総資産額 (千円) 1,736,525 1,638,064 1,716,270

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △2.06 △83.62 △43.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 27.17 6.43 12.89

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 10,401 △232,875 67,535

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,404 △215,380 △86,130

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 105,977 4,281 90,574

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,068,216 582,137 1,026,116
 

(注) １．四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四

半期（当期）純損失であるため、記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、2016年１月―３月期のＧＤＰ実質成長率が２四半期ぶりにプ

ラスに転じ、大企業において企業収益が改善される傾向にあり、雇用情勢は有効求人倍率は上昇しておりますが、

個人消費は小売業の販売額、新車販売台数の減少に伴い、弱含みに推移しております。

当社グループは、平成27年10月に株式会社アークコアライフを設立し、同社においてフィットネス事業を開始し

たことにより、事業セグメントはバイク事業とフィットネス事業となっております。

当第１四半期連結累計期間における事業別のセグメントの業績は次のとおりであります。

 
（バイク事業）

当社におけるバイクの買取台数は3,015台、前年同期比1.3％減とほぼ横這いとなりましたが、業者間オークショ

ン相場の動向を踏まえ、オークションへの出品を先送りした結果、販売台数は2,520台、前年同期比10.0％減に留め

ております。また、販売単価、粗利単価は前年同期比15％減となり、バイク買取に係る広告費単価は同14％増加し

ております。

連結子会社の株式会社福田モーター商会におきましては、バイクの販売台数は新車79台(前年同期比6.0％減)、中

古車33台(前年同期と同数)となっております。

バイク事業の当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高697百万円（前年同期比18.8％減）、セグメント損失 

45百万円（前年同期は同２百万円）となりました。

 
（フィットネス事業）

平成27年10月に株式会社アークコアライフを設立し、同時にフィットネス事業を開始しております。当該事業は

エニタイムフィットネスセンターＦＣ店の出店及び運営となっており、当第１四半期連結会計期間末日時点で開店

した店舗は３店舗となります。フィットネス事業の当第１四半期連結累計期間の業績は売上高11百万円、セグメン

ト損失66百万円となりました。

 
以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は売上高709百万円（前年同期比17.4％減）、営業損失112百万円

（前年同期は営業損失２百万円）、経常損失114百万円（前年同期は経常損失４百万円）、親会社株主に帰属する四

半期純損失103百万円（前年同期は同３百万円）となりました。
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(２) 財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末において総資産は1,638百万円となり、前連結会計年度末と比較して78百万円減少し

ました。主な要因としては、現金及び預金が443百万円減少し、商品在庫が108百万円、固定資産が209百万円増加し

たことによるものであります。

 

(負債)

当第１四半期連結会計期間末において負債は1,531百万円となり、前連結会計年度末と比較して37百万円増加しま

した。主な要因としては、1年内返済予定の長期借入金を含む長期借入金が16百万円、買掛金が14百万円増加したこ

とによるものであります。

 

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末において純資産は106百万円となり、前連結会計年度末と比較して115百万円減少し

ております。主な要因としては、親会社株主に帰属する四半期純損失103百万円を計上したことによるものでありま

す。

 

(３) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は582百万円（前年同期は1,068百万円）となっております。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、支出した資金は232百万円（前年同期は得られた資金10百万円）となりました。主な要因として

は、税金等調整前四半期純損失114百万円の計上及びたな卸資産の増加による減少額105百万円によるものでありま

す。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、支出した資金は215百万円（前年同期は同２百万円）となりました。主な要因としては、有形固

定資産の取得による支出168百万円、差入保証金の差入による支出28百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、得られた資金は４百万円（前年同期は同105百万円）となりました。収入としては、長期借入れ

による収入100百万円、支出としては、長期借入金の返済による支出83百万円、配当金の支払額12百万円でありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,880,000

計 7,880,000
 

 
 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,970,000 1,970,000
名古屋証券取引所
(セントレックス)

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,970,000 1,970,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年５月31日 ― 1,970,000 ― 232,825 ― ―
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式  731,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,238,700 12,387 ―

単元未満株式 普通株式      300 ― ―

発行済株式総数 1,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,387 ―
 

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年２月29日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成28年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アークコア

東京都足立区椿二丁目
２番２号

731,000 ― 731,000 37.11

計 ― 731,000 ― 731,000 37.11
 

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の「自己保有株式」については、直前の基準日(平成28年２月29日)に基づく株

主名簿による記載をしております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表等規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年３月１日から平成

28年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年３月１日から平成28年５月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年２月29日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,109,585 665,907

  売掛金 30,785 40,032

  商品 293,978 402,471

  貯蔵品 4,989 3,513

  繰延税金資産 18,155 30,604

  その他 40,175 67,429

  貸倒引当金 △292 △292

  流動資産合計 1,497,377 1,209,665

 固定資産   

  有形固定資産 125,899 293,286

  無形固定資産 1,772 9,568

  投資その他の資産 91,220 125,543

  固定資産合計 218,892 428,398

 資産合計 1,716,270 1,638,064

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 101,201 115,606

  1年内返済予定の長期借入金 337,984 342,324

  未払法人税等 9,336 1,333

  賞与引当金 9,390 6,980

  その他 146,591 163,707

  流動負債合計 604,504 629,950

 固定負債   

  長期借入金 889,494 901,828

  固定負債合計 889,494 901,828

 負債合計 1,493,998 1,531,778

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 232,825 232,825

  資本剰余金 260,535 260,535

  利益剰余金 6,687 △109,298

  自己株式 △278,775 △278,775

  株主資本合計 221,271 105,285

 新株予約権 1,000 1,000

 純資産合計 222,271 106,285

負債純資産合計 1,716,270 1,638,064
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 859,454 709,630

売上原価 568,964 468,317

売上総利益 290,489 241,312

販売費及び一般管理費 ※  293,194 ※  353,358

営業損失（△） △2,705 △112,045

営業外収益   

 受取手数料 558 711

 雑収入 325 102

 その他 128 313

 営業外収益合計 1,012 1,127

営業外費用   

 支払利息 2,939 3,500

 その他 32 202

 営業外費用合計 2,972 3,702

経常損失（△） △4,665 △114,621

税金等調整前四半期純損失（△） △4,665 △114,621

法人税、住民税及び事業税 1,934 899

法人税等調整額 △3,201 △11,923

法人税等合計 △1,267 △11,024

四半期純損失（△） △3,398 △103,596

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,398 △103,596
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純損失（△） △3,398 △103,596

その他の包括利益   

 その他の包括利益合計 ― -

四半期包括利益 △3,398 △103,596

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △3,398 △103,596

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △4,665 △114,621

 減価償却費 5,352 20,472

 賞与引当金の増減額（△は減少） △2,364 △2,410

 受取利息及び受取配当金 △50 △26

 支払利息 2,939 3,500

 為替差損益（△は益） △19 4

 売上債権の増減額（△は増加） 8,307 △9,246

 たな卸資産の増減額（△は増加） △70,099 △105,060

 仕入債務の増減額（△は減少） 87,016 14,404

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 7,132 △17,315

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △13,673 △11,087

 その他 127 553

 小計 20,001 △220,831

 利息及び配当金の受取額 25 29

 利息の支払額 △2,556 △3,230

 法人税等の支払額 △7,069 △8,843

 営業活動によるキャッシュ・フロー 10,401 △232,875

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △450 △300

 有形固定資産の取得による支出 △3,249 △168,149

 無形固定資産の取得による支出 - △6,322

 貸付金の回収による収入 1,345 1,371

 出資金の払込による支出 △50 -

 差入保証金の差入による支出 - △28,987

 その他 - △12,992

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,404 △215,380

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 200,000 100,000

 長期借入金の返済による支出 △64,235 △83,326

 社債の償還による支出 △10,000 -

 配当金の支払額 △19,787 △12,392

 財務活動によるキャッシュ・フロー 105,977 4,281

現金及び現金同等物に係る換算差額 19 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 113,994 △443,978

現金及び現金同等物の期首残高 954,222 1,026,116

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,068,216 ※  582,137
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

　当第１四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数

株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。

 
（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。なお、この変更による

当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微でありま

す。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年５月31日)

広告宣伝費 32,898千円 38,169千円

給与手当 78,134千円 81,545千円

賞与引当金繰入額 6,615千円 6,980千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日)

現金及び預金 1,100,329千円 665,907千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △32,113千円 △83,769千円

現金及び現金同等物 1,068,216千円 582,137千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月28日
定時株主総会

普通株式 19,787 12 平成27年２月28日 平成27年５月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月26日
定時株主総会

普通株式 12,389 10 平成28年２月29日 平成28年５月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年５月31日）

当社の事業セグメントは、バイク事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

 
当第１四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
四半期連結損益計
算書計上額（注）

バイク事業 フィットネス事業

売上高 697,829 11,800 709,630

セグメント損失(△) △45,060 △66,985 △112,045
 

(注) セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年５月31日)

(1) １株当たり四半期損失金額 ２円06銭 83円62銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純損失金額(千円) 3,398 103,596

   普通株主に帰属しない金額(千円) ―  

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(千円)

3,398 103,596

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,648,933 1,238,933

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年７月12日

株式会社アークコア

取締役会  御中

 

監査法人コスモス
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   太   田   修   二   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   櫻　　井   真 由 美　 印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アーク

コアの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年３月１日から平

成28年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年３月１日から平成28年５月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アークコア及び連結子会社の平成28年５月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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